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～ご本人様の行動から読み取る大切さ～

特別養護老人ホーム つばさ豊田

特別養護老人ホーム つばさ豊田

平成１９年４月２５日開設

・ 介護老人福祉施設 ６０床

・ 短期入所生活介護事業 ２０床

・ 通所介護事業 ５０名

・ 認知症対応通所介護事業 １２名

・ 居宅介護支援事業所

前施設からの申し送りを参考に、入所時のアセス
メントをした結果、ベッドからの転倒、転落の危険
が考えられるため入所時よりセンサーマットを使
用していたA様

しかし、
居室の環境やご本人の訴え、行動を観察すること
でセンサーマットの使用を解除できるのではない
かと思い課題として取り組んでいくこととした

A様 女性 ９３歳 要介護度４

既往歴 平成７年 変形性膝関節症
白内障 両目手術

平成１７年 右眼底出血
平成２７年 脳梗塞

性格 人の世話を焼くことが好き
職員に対して依存的な部分あり
意志が強い

食事 自立

排泄 日中トイレ、夜間ポータブルトイレ
リハビリパンツ、パット使用
一部介助（ズボンの上げ下ろし）

移動 車いす自走可

居室環境 日中、夜間センサーマット使用
ベット上、背中部分に使用
荷重が無くなると反応

L字柵使用

センサーマットは身体拘束？

施設としての考えは？

センサーマットを解除することの
メリットは？
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①日中、夜間それぞれ拘束記録を活用し
センサー反応時の情報を取る

↓
②情報を基に解除に向けてユニット会議で検討

↓
③必要に応じて居室内の環境を変更し、整える

↓
④ユニット会議にて再評価

緊急やむを得ない身体拘束に関する経過観察記録 

        ○〇 ○〇      様 

日時 日々の心身の状態等の観察 記入者 

 ベッドからの離床時転落、転倒の危険あるため臥床時センサーマット使用  

△月×日 19：30～7：00 
0：20、3：50 センサー反応あり。端座位になっており、トイレの訴えあり。 

○○ 

△月□日 19:00～7：20 
2：00 センサー反応あり。訪室すると床に座っている。「朝だから起きようと思っ

て」との発言あり 

 
 

□□ 

   
   
   

 

拘束理由

拘束していた時間

拘束中の様子
発言等も含め記入

日 時間 センサー反応

H29.1.21 12:45～14：45 なし

H29.1.27 14：00～14：30 なし

H29.2.25 9：30～10：10 なし

H29.2.27 9：15～10：00 なし

H29.2.27 13：10～14：20 なし

H29.3.2 15：40～16：20 なし

H29.3.3 13：00～13：50 なし

H29.3.7 13：30～14：30 なし

H29.4.23 15：00～15：40 なし

H29.4.29 13：25～14：30 なし

H29.5.9 12：20～14：20 なし

H29.5.14 13：30～14：15 なし

H29.5.23 9：15～10：00 なし

静養時センサー反応で対応する事
なし
日中はコールを押すことあり
コール時にはトイレの訴え聞かれる

職員が声掛けをするまで静養して
いることも多い

日中の静養時間とセンサー反応の有無

５/２５ユニット会議
日中のセンサーマット解除

日 時間 状況 対応の変更点

H29.2.2
6

5：00 センサー反応時すぐ対応できずポータブルトイレ
で排泄を済ませベッドに端座位になっている
ズボン上がっておらず床、シーツ濡れている

ポータブルトイレのベッドへの横づけ中止
車いすを横付けし職員がすぐに対応できない時
には車いすに移ってトイレに向かっていただく

H29.3.1
3

4：30 センサー反応あり訪室すると車いすに移乗されて
いるトイレの訴えあり

H29.5.2
8

21：
50

センサー反応あり訪室すると車いすに移乗されて
いるトイレの訴えあり

H29.6.2 21：
45

センサー反応せず車いす自走し居室から出てこら
れるトイレの訴えあり

H29.6.9 0：30 センサー反応あり訪室するとベッドと平行に横に
なって転倒しているトイレの訴えあり

柵は常時L字にしておく
ベッドの高さを車いすの座面と同じにしておく枕
元に「トイレの時にはコールを押してください」と
いう紙を置く臥床時靴を視界に入らないところに
置く

H29.6.2
0

3：35 センサー反応時すぐに対応できず車いすへ移乗
し食堂へ出てこられるトイレの訴えあり

H29.7.2
5

0：40 センサー反応あり訪室すると床に座っているトイレ
の訴えあり

H29.8.2
3

ユニット会議にてベッドの高さ38ｃｍ
車いすはベッドに斜め付けにしておく（床にテー
プを貼り位置統一）

夜間のセンサー反応の状況と対応の変更点

日 時間 状況 対応の変更点

H29.9.13 23：
40

センサー反応なし車いすに乗って居室から出てこられる

H29.9.24 AM コールなし静養後車いす自走し靴を膝に乗せて居室から
出てこられるトイレの訴えあり

靴を探したり、床から取ろうとしたときに
車いすからの転落や転倒考えられる靴
の置き場所検討する

H29.9.26 PM コールなし静養後靴を履いて車いす自走し居室から出て
こられるトイレの訴えあり

ベッド横に靴を置く台を設置臥床時に
はそこに靴を置きご自分で取りやすい
ようにする

H29.10.2 0：30 センサー反応ありベッド横にて転倒しているトイレの訴え
あり

H29.10.5 21：
00

センサー反応あり訪室すると車いすに移られているトイレ
の訴えあり

H29.12.2 14：
45

コールなし静養後車いすに移乗し靴を膝に乗せ出てこら
れる

H29.12.1
1

4：40 センサー反応あり車いすに移られているトイレの訴えあり

H29.12.2
4

21：
40

センサー反応あり車いすに移られているトイレの訴えあり

H29.12.2
8

0：00 センサー反応あり車いすに移られているといれの訴えあり

・ 情報収集期間中３回転倒あり（H29.2.26～H29.12.31）
・ トイレの為に起きている（排泄時間に統一性なし）
・ 夜間はコールをせずに起き上がることが多い
・ センサー反応で職員が訪室するとすでに車いすに移乗されていることが多い

枕元に「トイレの時や起きる時には
コールを押してください」という紙を置
くことでコールを押して下さることが
増えた

靴の置き場を作ったことで無理して
履こうとしたり、取ろうとしたりすること
が無くなった

ベッドの高さ、車いすの位置を固定
したことで一人での移乗も安定してき
ている

10月以降転倒なし

上記の点が改善されてきており
今後さらに排泄時間を把握する事によって

夜間のセンサーマット解除へとつなげていきたい

環境の整備によって
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夜間のセンサーマット使用の解除を目指していく
（コール使用の声掛け継続、排泄時間の把握）

A様に限らずセンサーマット使用の必要性を見直
し、解除に向けての対応策の検討を行っていく

ご清聴ありがとうございました

特別養護老人ホーム つばさ豊田


